
　

魯
迅
が
「
狂
人
日
記
」
を
発
表
し
た
の
は
一

九
一
八
年
の
こ
と
、
以
来
、
魯
迅
文
学
の
読
書

は
九
〇
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
。
魯
迅
が
日

本
留
学
を
記
念
す
る
か
の
よ
う
に
『
域
外
小
説

集
』
を
刊
行
し
た
の
は
、
帰
国
の
年
の
一
九
〇

九
年
の
こ
と
、
当
時
の
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
代
表
す
る
総
合
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
が

い
ち
早
く
こ
の
中
国
語
版
の
世
界
文
学
全
集
を

紹
介
し
て
い
る
の
で
、
日
本
に
お
け
る
魯
迅
読

書
史
は
一
〇
〇
年
を
超
す
の
で
あ
る
。　

　

こ
の
よ
う
に
長
い
読
書
史
に
お
い
て
、
七
〇

年
以
上
も
強
い
影
響
力
を
行
使
し
て
き
た
の

が
、
毛
沢
東
（
マ
オ
・
ツ
オ
ー
ト
ン
、
も
う
た
く
と

う
、
一
八
九
三
～
一
九
七
六
）
に
よ
る
政
治
的
利

用
で
あ
る
。
そ
れ
が
猛
威
を
振
る
っ
た
の
は
毛

沢
東
が
“
暴
帝
”
と
し
て
君
臨
し
た
一
九
四
九

年
以
来
三
〇
余
年
間
の
人
民
共
和
国
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
竹

内
好（
一
九
一
〇
～
一
九
七
七
）ら
戦
後“
知
中
派
”

知
識
人
か
ら
六
〇
年
代
末
の
“
全
共
闘
”、
そ

し
て
過
去
の
亡
霊
に
憑
依
さ
れ
た
か
の
よ
う
な

現
代
の
一
部
の
批
評
家
た
ち
は
、
毛
沢
東
以
来

の
魯
迅
政
治
的
利
用
の
系
譜
に
位
置
す
る
も
の

と
い
え
よ
う

―
少
年
時
代
の
私
も
含
め
て
。

　

毛
沢
東
の
死
去
と
共
に
十
年
の
文
革
が
終
息

し
た
一
九
七
六
年
以
後
、
中
国
に
お
け
る
魯
迅

研
究
と
は
陰
に
陽
に
脱
毛
沢
東
を
図
り
、“
毛

沢
東
文
体
”
式
魯
迅
像
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
魯
迅
研
究
史
も
ま

た
、
丸
山
昇
（
一
九
三
一
～
二
〇
〇
六
）
の
文
学

と
政
治
の
研
究
、
丸
尾
常
喜
（
一
九
三
七
～
二

〇
〇
八
）
民
俗
学
の
観
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら

に
は
秋
吉
收
、
大
東
和
重
ら
中
堅
・
新
進
研
究

者
ら
の
比
較
文
学
的
研
究
に
至
る
ま
で
、脱“
毛

文
体
”
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し“
毛
文
体
”か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、

毛
沢
東
に
よ
る
政
治
的
利
用
の
構
造
と
そ
の
形

成
史
を
究
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

現
代
中
国
一
〇
〇
年
の
政
治
・
社
会
・
文
化
を

細
心
に
読
み
直
す

―
し
か
も
前
二
者
を
主
と

し
て

―
高
度
な
人
文
・
社
会
学
の
学
知
と
強

靭
な
根
気
と
を
必
要
す
る
研
究
で
あ
る
。
し
か

も
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
り
か
ね
な
い
、

危
険
な
作
業
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東

に
よ
る
魯
迅
の
政
治
的
利
用
の
全
貌
解
明
と
い

う
難
題
を
見
事
に
解
い
た
の
が
、
長
堀
祐
造
が

半
生
の
心
血
を
注
い
だ『
魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
』

な
の
で
あ
る
。

　

本
書
標
題
で
魯
迅
と
並
称
さ
れ
る
ト
ロ
ツ

キ
ー
（Lev T

rotskii

、
一
八
七
九
～
一
九
四
〇
）

と
は
、た
と
え
ば
『
広
辞
苑
』
第
六
版
で
は
「
ロ

シ
ア
の
革
命
家
…
…
一
七
年
の
二
月
革
命
後
、

魯
迅
の
政
治
的
利
用
の
全
貌
を
解
明
す
る

藤
井 

省
三

長
堀
祐
造
著

魯
迅
と
ト
ロ
ツ
キ
ー

―
中
国
に
お
け
る『
文
学
と
革
命
』
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ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
加
入
。
ソ
ビ
エ
ト
政
府
成

立
後
、
外
務
・
陸
海
軍
人
民
委
員
を
歴
任
、
赤

軍
の
創
始
者
と
な
る
。
世
界
革
命
論
を
唱
え
る

が
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
党
内
闘
争
に
敗
れ
、
二

七
年
党
よ
り
除
名
、
二
九
年
国
外
に
追
放
、
メ

キ
シ
コ
で
暗
殺
さ
れ
る
。」
と
解
説
さ
れ
て
い

る
。

　

ソ
連
に
お
い
て
中
国
革
命
問
題
は
ス
タ
ー
リ

ン
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
両
派
対
立
の
主
要
論
点
の
一

つ
で
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
二
〇
年
代
半
ば
の
中
国

国
民
革
命
に
お
け
る
国
民
党
右
派
の
反
動
化
に

伴
う
一
九
二
七
年
四･

一
二
反
共
ク
ー
デ
タ
ー

の
事
態
を
早
く
か
ら
予
想
し
て
い
た
と
い
う
。

蔣
介
石
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
国
民
革
命
の
敗
北

を
契
機
に
、
中
共
の
ソ
連
留
学
生
ら
は
中
国
ト

ロ
ツ
キ
ー
派
を
結
成
し
、
ソ
連
・
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
と
中
共
が
中
国
革
命
を
民
主
主
義
の
枠
内
に

と
ど
め
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
永
続
革
命
理

論
に
依
拠
し
て
中
国
革
命
を
社
会
主
義
革
命
と

し
て
展
望
し
た
。
第
二
次
国
共
合
作
に
際
し
て

は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
路
線
を
革
命
抑
圧
の
合
作
で

あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
の
妥
協
で
反
革
命

の
危
険
を
伴
う
も
の
と
見
な
し
、
組
織
的
軍
事

的
独
立
を
堅
持
し
た
上
で
の
抗
日
統
一
戦
線
を

主
張
し
た
と
さ
れ
る
。

　

本
書
は
「
魯
迅
に
お
け
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
文
芸

理
論
の
受
容
」
と
「﹁
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え

る
手
紙
﹂
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
お
よ
び
「
毛
沢

東
文
芸
路
線
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
文
芸
理
論
」
の
三

部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
一
〇
章
は
一
九

八
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
二
〇
年
近
く
に

わ
た
り
学
会
誌
等
に
発
表
さ
れ
、
時
に
日
本
中

国
学
会
賞
な
ど
を
受
賞
し
、
時
に
「
反
革
命
ト

ロ
ツ
キ
ス
ト
」
と
誤
読
批
判
さ
れ
て
き
た
魯
迅

研
究
史
に
お
い
て
光
り
輝
く
論
文
の
数
々
で
あ

る
。
本
書
刊
行
に
際
し
長
堀
氏
が
入
念
に
補
正

の
註
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

る
ま
い
。

　

本
書
「
序
」
は
わ
ず
か
四
頁
な
が
ら
、
一
九

三
七
年
魯
迅
逝
去
一
周
年
記
念
会
の
講
演
で
毛

沢
東
が
語
っ
た
「
魯
迅
は
新
中
国
の
聖
人
だ
」

と
い
う
言
葉
か
ら
魯
迅
の
神
格
化
が
始
ま
り
、

「
い
か
な
る
権
威
を
も
恐
れ
ぬ
魯
迅
の
﹁
骨
の

硬
さ
﹂
に
、
不
遇
時
代
の
自
ら
を
重
ね
る
か
の

よ
う
に
痛
く
共
感
し
て
い
た
」
毛
が
、「
権
力

掌
握
後
は
自
己
の
権
力
保
持
に
有
利
な
限
り
に

お
い
て
魯
迅
を
利
用
し
た
」
こ
と
、
日
本
で
も

竹
内
好
は
戦
中
の
著
書
『
魯
迅
』
で
の
「
文
学
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■
「
台
湾
原
住
民
族
の
音
楽
と
文
化
」

　

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
４
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰
▼
天
理
大
学
・
天
理
大
学

附
属
天
理
参
考
館
▼
天
理
大
学
・
天
理
大
学
附
属
天

理
参
考
館
・
国
立
台
東
大
学
主
催
▼
一
般
参
加
自
由
、

入
館
料
無
料
。シ
ン
ポ
参
加
費
五
〇
〇
円（
二
日
通
し
）。

【
４
月
14
日
】（
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
。
10
時

受
付
開
始
～
16
時
10
分
。
＊
17
時
～
19
時
懇
親
会
）

基
調
講
演
「
歌
で
書
く
―
台
湾
原
住
民
の
歌
謡
伝
統

に
つ
い
て
」（
林
清
財
）
／
新
書
発
表
と
贈
呈　

天

理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
編
『
台
湾
、
平
埔
族
生
活

文
化
の
記
憶
』
／
紹
介
「
天
理
参
考
館
所
蔵
台
湾
平

埔
族
と
原
住
民
族
の
文
物
」（
吉
田
裕
彦
）
／
［
第

一
セ
ッ
シ
ョ
ン
］
松
岡
格
、
鄧
相
揚
、
林
志
興
／
台

湾
原
住
民
族
音
楽
（
口
琴
・
鼻
笛
）
の
演
奏

【
４
月
15
日
】（
天
理
大
学
第
一
会
議
室
。
9
時
15
分

受
付
開
始
～
16
時
50
分
）

［
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
］
早
坂
文
吉
、
渡
邉
昌
史
、
梁

忠
銘
、
少
妮
瑤
・
久
分
勒
分
［
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

陳
芷
凡
、
魚
住
悦
子
、
森
口
恒
一
／
総
括
講
演
「
台

湾
原
住
民
族
の
音
楽
と
文
化
」（
孫
大
川
）

▼
事
務
局
：
奈
良
県
天
理
市
守
目
堂
町
二
五
〇  

天

理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
海
外
民
族
室
・
吉
田
裕
彦

（
☎
0
7
4
3-

63-

8
4
1
4　

メ
ー
ル
：yhr@

sta.tenri-u.ac.jp

）
／
奈
良
県
天
理
市
杣
之
内
町
一

〇
五
〇　

天
理
大
学
国
際
学
部
下
村
研
究
室
・
下
村

作
次
郎
（
☎
0
7
4
3-

63-

7
4
1
2　

メ
ー

ル
：shim

om
us@

sta.tenri-u.ac.jp 

）
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馮
雪
峰
、
胡
風
と
い
う
「
手
紙
」
作
成
現
場

に
立
ち
会
っ
た
証
人
の
言
か
ら
明
ら
か
に
し

…
…
第
Ⅲ
部
で
は
毛
沢
東
の
文
芸
路
線
、
つ

ま
り
「
文
芸
講
話
」
に
示
さ
れ
た
教
条
主
義

的
文
芸
路
線
と
、
毛
沢
東
と
魯
迅
に
関
わ
る

問
題
を
論
じ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
期

せ
ず
し
て
、魯
迅
、毛
沢
東
、ト
ロ
ツ
キ
ー（
及

び
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
）、
そ
し
て
レ
ー
ニ
ン

に
ま
で
登
場
願
い
、
そ
ろ
い
踏
み
と
い
う
こ

と
と
な
っ
た
。

　

本
書
を
毛
沢
東
に
よ
る
魯
迅
の
政
治
的
利
用

に
関
す
る
実
証
的
研
究
と
要
約
す
る
と
、
無
味

乾
燥
な
論
述
を
予
想
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
だ

ろ
う
が
、
実
は
各
章
に
は
驚
く
べ
き
人
間
ド
ラ

マ
が
溢
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
魯
迅
に
替
わ
っ

て
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答
え
る
手
紙
」
を
執
筆

発
表
し
て
同
派
に
計
り
知
れ
ぬ
打
撃
を
与
え
た

馮
雪
峰
（
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
エ
フ
ォ
ン
、
ふ
う
せ
っ
ぽ

う
、
一
九
〇
三
～
七
六
）
も
文
学
青
年
の
時
代

に
は
、
実
は
魯
迅
の
賛
同
を
得
た
魯
迅
の
弟
子

達
に
よ
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
著
『
文
学
と
革
命
』
翻

訳
の
有
力
な
協
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
（
第
1

章
）、
し
か
し
中
共
有
力
党
員
と
な
っ
た
の
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
中
共
の
敵
対
党
派
に
荷
担
し

主
義
的
魯
迅
観
を
う
ち
捨
て
」
る
な
ど
、「
戦

後
日
本
の
魯
迅
研
究
は
一
部
の
例
外
…
…
を
除

け
ば
、
大
な
り
小
な
り
、
こ
の
枷
を
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

　

ま
た
魯
迅
の
中
共
に
対
す
る
立
場
を
め
ぐ
っ

て
は
、
魯
迅
が
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
理
論
に
依
拠
し

な
が
ら
自
ら
の
革
命
文
学
論
を
展
開
し
…
…
中

共
主
流
の
文
学
官
僚
か
ら
は
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
と

非
難
さ
れ
」
た
こ
と
、「
農
民
た
ち
を
共
産
党

が
殺
し
て
い
る
」
と
危
惧
し
、「
ソ
連
で
進
行

中
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
粛
清
拡
大
に
疑
義
を

抱
い
」
て
い
た
た
め
、
ソ
連
で
の
療
養
招
請
を

拒
否
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
疑
念
と
危

惧
を
持
ち
な
が
ら
も
、
当
時
の
中
国
で
唯
一
実

体
を
備
え
た﹁
進
歩
﹂
勢
力
と
し
て
の
中
共
と
、

﹁
同
伴
者
﹂
と
し
て
協
力
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
し
て「
魯
迅
の
文
芸
論
や
政
治
的
立
場
を
、

ト
ロ
ツ
キ
ー
文
芸
理
論
や
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派

及
び
中
共
と
の
関
係
性
を
媒
介
に
、
で
き
る
限

り
そ
の
時
代
背
景
に
お
い
て
実
証
的
に
復
元

し
、
従
来
の
魯
迅
論
の
偏
差
を
補
う
こ
と
を
目

指
す
」
と
本
書
の
目
的
を
明
確
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
序
」
に
続
け
て
第
Ⅰ
部
第
一
章
以
下
の
長

大
な
本
論
へ
と
進
む
前
に
、
思
い
切
っ
て
四
〇

〇
頁
を
跳
躍
し
、
巻
末
「
終
わ
り
に
」
の
章
へ

と
迂
回
す
る
の
が
賢
い
読
書
法
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
れ
は
長
堀
氏
が
四
〇
二
頁
以
下
四
頁
ほ

ど
を
費
や
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
各
章
の
要
約

を
行
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

第
Ⅰ
部
第
1
章
か
ら
第
4
章
で
は
、
ま
ず

魯
迅
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
革
命
人
」
が
ト
ロ
ツ

キ
ー
の
『
文
学
と
革
命
』
日
本
語
版
に
基
づ

く
こ
と
を
確
定
し
…
…
魯
迅
に
お
け
る
ト
ロ

ツ
キ
ー
の
影
響
、
痕
跡
を
押
さ
え
た
上
で
、

魯
迅
が
そ
の
革
命
文
学
論
で『
文
学
と
革
命
』

の
理
論
的
枠
組
み
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
を

実
証
…
…
第
五
章
に
お
い
て
は
一
九
三
二
年

以
降
、
魯
迅
が
そ
れ
ま
で
高
く
評
価
し
て
き

た
ト
ロ
ツ
キ
ー
引
用
を
止
め
た
背
景
に
、
中

共
の
実
権
を
簒
奪
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
直
系
の

極
左
指
導
部
に
よ
っ
て
失
脚
さ
せ
ら
れ
、
左

連
工
作
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
元
中
共
指

導
者
に
し
て
優
れ
た
文
学
者
、
翻
訳
家
瞿
秋

白
と
の
交
友
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

論
…
…
第
Ⅱ
部
で
は
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
答

え
る
手
紙
」の
問
題
性
を
多
面
的
に
展
開
し
、

こ
れ
を
魯
迅
の
作
と
す
る
こ
と
の
無
理
を
、



も
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

　

長
堀
氏
は
、「
一
九
五
二
年
、
中
国
ト
ロ
ツ

キ
ー
派
は
大
陸
か
ら
一
掃
さ
れ
、
現
在
は
わ
ず

か
に
香
港
の
民
主
派
内
の
小
勢
力
と
し
て
残
存

す
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
〔
中
国
で
同
派
研

究
が
解
禁
さ
れ
た
〕
今
や
中
共
の
批
判
勢
力
と

し
て
は
最
も
先
鋭
な
合
法
的
存
在
と
な
っ
た
。

中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
掲
げ
る
民
主
と
人
権
の

旗
は
実
は
結
成
以
来
の
彼
ら
の
伝
統
で
も
あ

る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
現
代
中
国
の
民
主
化

と
い
う
一
大
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
魯
迅
文
学
を

め
ぐ
っ
て
政
治
と
文
学
が
再
び
激
し
く
切
り
結

ぶ
事
態
も
預
言
し
て
い
る
。

　
「
中
共
・
毛
沢
東
に
政
治
的
に
利
用
し
尽
く
さ

れ
、
昨
今
は
中
国
大
陸
で
も
形
勢
の
悪
い
魯
迅

を
、
遅
き
に
失
し
た
と
は
い
え
、
中
共
・
毛
沢

東
及
び
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
の
陥
穽
か
ら
救
出
せ

ん
と
す
る
試
み
」（
本
書
序
）
は
十
分
に
達
成
さ

れ
た
と
い
え
よ
う
。

（
ふ
じ
い
・
し
ょ
う
ぞ
う　

東
京
大
学
）
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て
し
ま
っ
た
負
債
を
返
さ
ん
と
す
る
か
の
よ
う

に
、
病
床
で
衰
弱
し
た
魯
迅
に
「
手
紙
」
へ
の

同
意
を
「
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
勢
い
で
承
認
を

迫
っ
た
」
の
だ
。
し
か
も
そ
の
日
魯
迅
の
家
を

出
る
な
り
「
魯
迅
は
ま
だ
ま
だ
だ
な
、
ゴ
ー
リ

キ
ー
に
は
及
ば
な
い
よ
。
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
政
論

は
み
ん
な
党
が
送
り
込
ん
だ
秘
書
が
書
い
た
も

の
で
、ゴ
ー
リ
キ
ー
は
署
名
す
る
だ
け
な
ん
だ
」

と
嘯
く
馮
の
姿
か
ら
は
、
文
学
青
年
の
片
鱗
も

窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

魯
迅
の
政
治
的
利
用
に
腐
心
し
て
い
た
馮
雪
峰

も
、
人
民
共
和
国
期
の
権
力
闘
争
に
敗
れ
て
粛

清
さ
れ
た
の
ち
は
、「
手
紙
」
と
は
魯
迅
に
よ

り
事
後
承
認
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
告
白

し
（
第
七
章
）、
獄
友
に
「
毛
は
生
涯
魯
迅
を

理
解
し
な
か
っ
た
」
と
酷
評
さ
え
し
て
い
る
。

し
か
し
意
外
に
も
長
堀
氏
は
、
人
民
共
和
国
期

に
「
魯
迅
が
ま
だ
生
き
て
い
た
ら
」
ど
う
だ
っ

た
か
と
い
う
質
問
に
「
監
獄
に
入
れ
ら
れ
て
も

な
お
書
こ
う
と
し
て
い
る
か
、〔
大
勢
を
理
解
し

て
〕
沈
黙
し
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
ろ
う
」

と
答
え
た
毛
沢
東
の
魯
迅
理
解
を
、「
永
久
革

命
者
魯
迅
の
思
想
的
政
治
的
な
本
質
は
見
抜
い

て
い
た
と
言
う
べ
き
」
と
馮
雪
峰
の
そ
れ
よ
り
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け
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東
洋
絵
画
の
精
華
―
名
品
で
た
ど
る
美
の
軌
跡

▼
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
（
東
京
都
世
田
谷
区
岡
本

二
―
二
三
―
一
／
☎
03-

3
7
0
0-

0
0
0
7
／

http://w
w

w
.seikado.or.jp/

）
▼
4
月
14
日
㈯
～

5
月
20
日
㈰　

珠
玉
の
日
本
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
▼

5
月
23
日
㈬
～
6
月
24
日
㈰
至
高
の
中
国
絵
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
▼
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
（
4
月
30
日
は

開
館
）、
5
月
1
日
㈫
、
5
月
22
日
㈫
▼
午
前
10
時

～
午
後
4
時
30
分
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）
▼
一

般
八
〇
〇
円
・
大
高
生
五
〇
〇
円
・
中
学
生
以
下
無
料

＊
岩
﨑
彌
之
助
・
小
彌
太
父
子
二
代
に
よ
っ
て
蒐
集

さ
れ
た
、
お
よ
そ
千
件
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ク

シ
ョ
ン
。
本
展
で
は
、国
宝
・
伝
馬
遠
「
風
雨
山
水
図
」

や
重
文
「
平
治
物
語
絵
巻 

信
西
巻
」
を
は
じ
め
、
初

公
開
作
品
を
含
む
、
選
り
す
ぐ
り
の
中
国
・
日
本
絵

画
の
名
品
、
約
七
〇
件
を
展
示
。

◆
講
演
会
「
岩
﨑
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
絵
画
」 

▼
4
月
30
日
（
月
・
祝
） 

午
後
1
時
30
分
か
ら 

▼
地

階
講
堂
に
て
、
先
着
一
五
〇
名
▼
演
題｢

岩
﨑
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
絵
画｣

（
講
師
・
辻
惟
雄
氏
・

M
IH

O
 M

U
SEU

N

館
長
）

◆
講
演
会
「
静
嘉
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
出
会
い
」 

▼
6
月
3
日
㈰
午
後
1
時
30
分
か
ら
▼
地
階
講
堂

に
て
、
先
着
一
五
〇
名
▼
演
題 ｢

静
嘉
堂
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
の
出
会
い｣ 

（
講
師
・
湊
信
幸
氏
・
東
京
国

立
博
物
館
名
誉
館
員
・
客
員
研
究
員
）


